
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護師を目指す！！

ふくすけ

発行・お問い合わせ・返送先 

医療法人財団健和会 看護学生室 

〒341-8555 

埼玉県三郷市鷹野 4-494-1 

みさと健和病院内 

TEL 048-955-9548 

FAX 048-955-9549 

E-mail  k-gakusei@kenwa.or.jp 

 

みさと健和病院 

【日程】  7/23（木）・7/27（月）・7/29（水）・7/31（金） 

8/4（火）・8/6（木）・8/13（木）・8/18（火） 

【時間】  12：00～16：00 【定員】 各日程 20名ずつ 

【内容】   「病棟・外来でのシャドウイング体験」 

「看護師になるには」「看護師の仕事と役割」など 

【参加費】  無料         【持ち物】 高校のジャージ上・下 

【対象者】 将来看護師を目指している方  看護学校受験を考えている方 

 

 

 

 

 

 

＊ 申込方法 ＊ 

下記の LINE公式アカウントのＱＲコードまたはＵＲＬから友達登録後 

「高校生看護体験申込みバナー」をクリックして申込み手続きに進んでください。 

 

LINE公式アカウントURL：https://lin.ee/wB2UylO 

 

 

 

 

 

 

応募締め切り ７／８（水） ※応募多数の場合、早期に締め切りとなることがあります。 

 

 

 

mailto:k-gakusei@kenwa.or.jp
https://lin.ee/wB2UylO


いつも高校生通信「ふくすけ」をご愛読いただきありがとうございます 

高校生企画の申し込みは HP のお問い合わせフォームまたはお電話にてどうぞ 

 

 

 

 

 

 

第 2回 ハンセン病 を知っていますか？ 

「正しい知識」が差別をなくす 〜ハンセン病から学ぶ〜 

 
みなさんは病気が理由で、人としての権利や尊厳がうばわれることがあったことを知っていますか？ 

かつて国を挙げて行われていた人権侵害、それが 「ハンセン病問題」 です。 

 

ハンセン病は細菌による感染症で、主に皮膚と末梢神経が侵される病気です。病気が進行すると、 

手足や顔などに運動障害や変形があらわれ、日常生活に支障をきたします。 

しかし感染力は極めて弱く、1940年代には特効薬もでき、「治る病気」 になりました。現在では、 

日本で生まれ育った人がハンセン病を発症するケースはほとんどありません。 

ハンセン病は薬による治療だけで治すことができます。入院する必要もなく、仕事や通学を継続しな 

がら治療できる普通の病気のひとつです。 

 

しかし国は誤った政策を続け、患者を強制的に療養所へ隔離しました。 

家族と引き離され、本名を奪われ、子どもを持たせない手術を強制されるなど、残酷な人権侵害 

が実に 1996年まで約 90年間も続いたのです。2001年に国の責任を認める判決が出ましたが、 

今なお、偏見を恐れて故郷に帰れない回復者の方が多くいます。 

 

ある回復者の方は「差別は真実を知らないことから生まれる」と言いました。 

外見への偏見やネットの叩きなど、形を変えた差別は今の私たちの周りにも 

溢れています。正しい知識を持とうとせず、周囲の空気に流されて誰かを排除 

することは、私たち自身が「加害者」になることを意味します。 

 

 

歴史の真実を知り、偏見の連鎖を断ち切ること。 

それが、誰もが自分らしく生きられる社会をつくるために、私たちにできる第一歩なのです。 

医療・介護のいろいろ 豆知識 


